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−  1  −
経営情報学部における学びについての私案
A Private Plan about Learning
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−  4  −
活用することが求められている。筆者は主として情報科目担当の教員であり、本稿では経営学的側









































　・最小値　 　　  0
　・最大値　       10
　上記の問 1 は、いわゆる「時速○ km で、△時間走ると、□ km の距離を進むことになる」の速度・
時間・距離と
　・伝送速度 [ビット／秒] ←→ 速度 [km ／ h]　（h：hour、時間）
　・必要な時間 [秒] 　　　 ←→ 時間 [h]












































−  7  −
とから、本県中学校の学力は、憂慮すべき状況にあるものと受け止めています」と報告している[6]。
そして、本学の学生は、平成 23 年度の本学学生生活実態調査結果[7] によると、出身地が新潟県内




























−  8  −
　比例式をつくっても良いが、うまくつくれない者も少なからずいる。そこで、この図 2 の順序そ
のままに、次のように書く。これは他の問いの場合も同じである。






LAN の上側の箇所に 0.2 を乗じてある。また、単位を明示してある。
　LAN とファイルで単位が揃っていない箇所は、[ビット]（bit）と [バイト]（byte）である。ここで
は、[バイト]を [ビット] に揃えることとする。8[ビット／バイト]であるから、上記は次のようになる。
② [ビット] と [秒]の関係は、一次（線形）であり、次のように分数の形にする。
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　・1 セクタ（sector）あたり 500 バイト　→　500 [バイト／セクタ]






















　　(1)　4 [個／人] × 6[人] ＝ 24 [個]











　いま，小学校では，「6 人に 4 個ずつミカンを配ると，ミカンは何個必要ですか」という問題に，




























































-  ead Only Memory
-Recordable
-ReWritable



















　-R　    （Recordable）
　-RW    （ReWritable）
であり、これらの意味の違いを英略語の暗記のみで行うのは、非常に困難といえる。また、“Read”
と “Recordable” のように、同じ “R” でも「読む・書く」と機能が逆の場合もある。
（２）同じフルスペルなどが意外と多い。
　一例として、多数のプロトコル（protocol：通信規約）がある。
　・TCP （Transmission Control Protocol）
　・IP  （Internet Protocol）
　・SMTP （Simple Mail Transfer Protocol）
　・POP （Post Office Protocol）
などのように、最後のアルファベットが “P” で、“protocol” の略でまったく同じ単語である。これも
英略語及び対応する日本語の説明を暗記するのでなく、少なくとも一度フルスペルで理解し、次に
暗記という順序ならば覚える部分を減らせることができる。また、何回かフルスペルで理解・確認
していれば、自然と覚えることが多いと考える。付け加えると、TCP の “trans-” と SMTP の “trans-”
は、同じ語源で “across”（を横切って）の意味を持つ。
　また、主として経営で良く出てくる用語：SCM（Supply Chain Management）、CRM（Customer 
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